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令和５年産米の気象経過と品質概況について（概況版） 

１ 気象経過（富山地方気象台） 

■気温 

 
■降水量 

 
■日射量 

 
 ２ 米品質の概況 

コシヒカリの出穂後20日間の平均気温は、７月29日出穂で30.7℃（近年27.7℃）と非常に高くな

ったことから、白未熟粒が多発しました。 

一方、てんたかくや富富富については、本年のような高温下でも白未熟粒の発生が少なく安定し

た品質となっています。 

 基白粒 背白粒 心白粒 乳白粒 

 

 

  

気象要因 登熟初期の高温 登熟初中期の高温 登熟初期の高温 
登熟中期の高温 

または低日射 

栽培的要因 栄養凋落 栄養凋落 着粒数過多や倒伏 着粒数過多や倒伏 
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３ コシヒカリの生育概要（生育基礎ほ結果より） 
・５月の好天により、田植後の活着は良好で初期生育が確保された。 

・群落葉色は生育期間を通じて平年並～やや濃く推移した一方、SPAD 値は６月下旬から出穂期にか

けて平年に比べてやや淡く推移した。 

・収量構成要素を目標と比較した場合、㎡当たり穂数及び一穂着粒数が並となったことから㎡当たり

着粒数は並となった。また、登熟歩合及び千粒重が並となったことから、理論収量は 534kg/10aと

並となった。 

 
 

 
目標 400本/㎡ 70.0粒/穂 280百粒/㎡ 87.0% 22.5g 540kg/10a 

R5 389本/㎡ 71.2粒/穂 275百粒/㎡ 89.1% 21.8g 534kg/10a 

平年 368本/㎡ 77.4粒/穂 283百粒/㎡ 85.1% 22.7g 542kg/10a 
 

図３ 収量構成要素 

 

 ４ 富富富の生育概要（生育基礎ほ結果より） 
・群落葉色及び SPAD値は、６月下旬から穂揃期にかけて平年に比べてやや淡く推移した。 

・収量構成要素を目標と比較した場合、㎡当たり穂数がやや多く一穂着粒数がやや少なくなったこと

から㎡当たり着粒数は並となった。また、登熟歩合が並、千粒重がやや小さくなったことから、

理論収量は 500kg/10aとやや少なくなった。 
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目標 400本/㎡ 75.0粒/穂 300百粒/㎡ 80.0% 22.3g 540kg/10a 

R5 420本/㎡ 70.2粒/穂 295百粒/㎡ 79.6% 21.3g 500kg/10a 

近年 429本/㎡ 78.8粒/穂 341百粒/㎡ 72.4% 21.2g 520kg/10a 

図６ 収量構成要素 

 

 ５ ゆうだい２１の生育概要（生育基礎ほ結果より） 
・５月の好天により初期生育が確保され、その後も㎡当たり茎数・穂数は多く推移した。 

・群落葉色及び SPAD値は、６月下旬から幼穂形成期にかけて近年に比べてやや淡く推移した。 

・収量構成要素を近年と比較した場合、㎡当たり穂数が多く一穂着粒数が少なくなったことから㎡当

たり着粒数は少なくなった。また、登熟歩合は近年よりかなり高く、千粒重は並となったことか

ら、理論収量は 559kg/10aと多くなった。 

 
 

 穂数 一穂着粒数 ㎡着粒数 登熟歩合 千粒重 理論収量 

R5 350本/㎡ 76.9粒/穂 269百粒/㎡ 92.9% 22.4g 559kg/10a 

近年 300本/㎡ 95.7粒/穂 286百粒/㎡ 80.6% 22.3g 509kg/10a 

図９ 収量構成要素 

 

 ６ 各品種の生育期、品質等 
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理論収量

(kg/10a) 整粒 基背白 乳心白

コシヒカリ 5/12 7/8 7/29 8/31 534 41.4 30.0 24.8 49.0 6.1

（平年） (5/13) (7/10) (7/31) (9/8) (542) (75.7) (10.7) (6.3) (67.0) (6.3)

富富富 5/13 7/9 8/2 9/7 500 70.8 24.3 3.7 64.3 6.1

（近年） (5/14) (7/11) (8/1) (9/9) (520) (89.8) (1.2) (5.1) (66.6) (6.5)

ゆうだい２１ 5/5 7/8 7/30 9/5 559 49.2 33.7 12.8 60.9 6.4

（近年） (5/10) (7/13) (8/3) (9/16) (509) (81.8) (8.2) (5.1) (72.8) (6.5)

品種
肉眼調査(%) ES-V

整粒(%)
玄米蛋白
含有率(%)

田植日 幼穂形成期 出穂期 成熟期
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７ 土づくりと秋の雑草防除 （詳しくは、営農技術情報第 6号をご覧ください） 
【土づくり】 

①土壌改良資材（ケイ酸質資材など）の施用 

土壌改良資材（ケイ酸質資材等）の施用すると、品質向上効果が期待できます。 

しかし、施用を中断すると土壌中のケイ酸含量は急激に低下するため、継続的な施用が重要です。 

また、ごま葉枯病が多発したほ場では、鉄分を含む土壌改良資材を施用しましょう。 

 

 

 

②有機物の施用 

（１）土壌の腐植を増やし保肥力を高めるには、有機物の

補給が有効です。堆肥や発酵鶏糞にはカリ等の養分

が含まれます。積極的に施用しましょう（表２）。 

（２）水稲収穫後、なるべく早い時期に稲わらをすき込

み、腐熟を進めましょう。 

③深耕の実施 

（１）秋耕･春耕の２回起こしで、作度の深さ 15cm以上の深耕をしましょう。 

（２）秋耕後に排水溝を設置し、深く掘り下げた排水口へ確実に連結しましょう。 

 
【秋の除草対策】～次年度の雑草対策は、収穫後の除草剤散布から～ 
雑草の発生が多いほ場では、複数年にわたる継続的な雑草対策により発生量を減らしていく

ことを心がけましょう。 
① 一年生雑草（ヒエ、クサネム等）の対策 
 

【注意点等】・ほ場を耕起する前（種子を土中にすき込む前）にしっかりと散布する。 

・散布の際は風向き等に注意し、付近の作物等にかからないようにする。 

②多年生雑草（クログワイ等）の対策 
 

薬剤名 使用時期 10 a当たり散布量 使用回数 使用方法 

ラウンドアップ 

マックスロード 

稲刈り後(雑草生育期) 

☆10月末までが効果的 

1年生雑草：200～500 ml 

多年生雑草：500～1000 ml 

（希釈水量 50～100 L） 
１回 雑草茎葉散布 

【注意点等】 ・雑草全体に十分薬剤が付着するよう散布する。 

・薬剤がかかりやすくなるように稲ワラを均一に散らす。 

・散布の際は風向き等に注意し、付近の作物等にかからないようにする。 

③「水田畦畔」の雑草対策 
 

薬剤名 使用時期 10 a当たり散布量 使用回数 使用方法 

カソロン粒剤 6.7 雑草発生前～発生始期 ４～６㎏ １回 全面土壌散布 

【注意点等】・均一に散布する。法面に散布しない。大麦等畑作物の作付ほ場には使用できません。 

資材名 資材の特徴 
標準施用量 
（10a 当たり） 

鶏果

けいか

良好

りょうこう

 
鶏糞燃焼灰と鉱物系ミネラルを含む。ケイ酸補給できる資材。 80～100kg 

シンキョー 

ライトＰ 

根張りと地力を高め、品質と収量の向上に役立つ。ケイ酸補給もで

きるゼオライト資材。 
60kg 

スーパー 

けいさん鉄 

土づくりに必要な鉄や苦土、ケイ酸を補給し、アルカリ分による土壌

の酸度を矯正する。 
100kg 

薬剤名 使用時期 10 a当たり散布量 使用回数 使用方法 

プリグロックス L 
稲刈り後、または春期水田耕起 

一か月前から起耕前まで 

800～1000 ml 

（希釈水量 100～150 L） 
1回 雑草茎葉散布 

表２  堆肥の施用の目安（秋施用の場合） 

種類 施用量(/10a) 

牛ふん堆肥 
1～2t 

豚ぷん堆肥 

籾殻堆肥 2t 

発酵鶏糞 150kg 
 

表１ 土壌改良資材の目安 
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 肥料予約注文書兼総合カタログについて  

当農協では、組合員の皆様からの予約注文に基づき肥料の安定供給に努めてまいります。ぜひ、

早期予約取りまとめにご協力下さいますようお願い申し上げます。 

 

 

配達時期  
 

➢ 冬取配達予約   12月～2月末日までに配達致します。 

 

➢ 春取配達予約   3月から配達致します。 

 

➢ 春 取 自 引      日時：令和 6年 3月 16日（土）、17日（日）、23日（土）24日（日） 

               時間：8：30～16：00 

          場所：〇 新保、熊野、月岡、蜷川、堀川地区の方 

                物流センター（富山市吉岡 467-１） 

             〇 太田、山室地区の方 

                太田倉庫（富山市太田中区４５） 

          対象商品：令和 6年度肥料予約注文書掲載商品 

         （自引日に引取されなかった場合は、春取配達予約価格にて配達させて頂きます） 

 

 ※一部商品におきましては、品質保持の為、3月からの配達とさせて頂きます。 

 ※冬取配達でご注文いただいた商品で3月以降の配達希望の場合は、春取配達価格に変更させていただきますのでご了承願います。 

  

 

 

 

代金決済時期  

 
➢ 冬取配達予約   令和 6年 3月 1日（金） ・・・ 口座引落 

 
➢ 春取配達予約   令和 6年 5月 1日（水） ・・・ 口座引落 

 
➢ 春 取 自 引      令和 6年 5月 1日（水） ・・・ 口座引落 

 

 

 

予約価格  

 
➢ 冬取配達予約   当用価格より７％引きにてご提供致します。最もお得な価格です。 

 
➢ 春取配達予約   当用価格より５％引きにてご提供致します。 

 
➢ 春 取 自 引      春取配達予約価格より 2％引きにてご提供致します。 

          上記期間内に自引された方のみ対象とさせていただきます。 
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